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 アレルギー反応 

 血管痛 

 発熱 

 血圧低下 

 

 だるい 

 疲れやすい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 脱毛 

 皮膚の角化やしみ 

 手足のしびれ 

 膀胱炎 

 耳鳴り 

 

 

これらの副作用が、すべて出るわけではありません。 

 薬の種類や体質、体調によって個人差があります。 

 

 

 

 

吐き気･おう吐（急性） 

下痢 

吐き気･おう吐（遅延性） 

食欲不振 

便秘 

下痢 

味覚の変化 

においが気になる 

口内炎･口の中が乾燥する 

食欲不振 

下痢 

味覚の変化 

胃もたれ 

骨髄機能の抑制 

（貧血･白血球減少･ 

血小板減少） 
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まず、治療に伴う体調の変化をよく知ることが大切です。治療開始前や治療時の体

調で多少の変化はありますが、同じ患者さんが同じ治療をする場合には、だいたい副作

用も同じような時期に同じようなものが出てきます。 

体調の変化を知るための一つの方法はメモや日記（記録）をつけることです。 

＜記録例＞ 

週 １週目 ２週目 

月/日 9/19 9/20 9/21 9/22 9/23 ･･･ 9/26 9/27 

抗がん剤治療の経

過 

投与 1 日目 2 日目 3 日目 4 日目 ･･･ ７日目 ８日目 

薬の服用 ○ ○   ○ ･･･   

副
作
用 

食欲不振   ○ ○  ･･･   

吐き気･おう

吐 

 ○ ◎   ･･･   

便秘     ○ ･･･   

下痢      ･･･   

その他 
  頭痛   ･･･   

メモ 
第1クール 吐き気止め 

を飲んだ 

吐き気が 

つらい 

リンゴを 

食べた 

下剤を 

飲んだ 

 カレーが 

食べたい 

２食 

食べた 

 

 

 

メモの欄に、「こういう方法が楽だった」「食事の状態」などを記録するとよいでしょう。 

＜例＞ 

７日目から少しずつ食べたいものがでてきた 

卵料理は、目玉焼きはだめだけれど、炒り卵は食べられる      など 

 

 

 

 

このように記録をとると、２回目以降からの治療の対応の参考にすることができます。 

 

     

治療後は体力の回復や健康維持の時期です。この時期は、適切な栄養と運動が大切

です。身体を動かしたり、食べられそうなものを食べたりしてみましょう。 

 

自分が“○○なら食べられそう”、“ちょっと食べてみようかな”と感じた時期からは

少しずつ頑張って食べるようにしましょう。 

その時期を覚えておき、次回からの治療の参考にしましょう。 

     


